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ミュンヘン便り
～雪国仕様～

在宅勤務にもだいぶ慣れてきた感がある今
日この頃、在宅勤務の日は朝一番に散歩に行
きます。事務所に行くのと同様に一度外に出
て歩き回り、頭を仕事モードに切り替えて、
いつもと同じ時間に仕事を開始します。この
冬二回目の本格的な積雪の次の日も、同様に
散歩に出かけました。今年の冬はマイナス10
度を下回る寒波が２回来ました。今回がその
２回目。一日中雪が降り続いた後、素晴らし
い快晴となり、キーンと冷えて雪がぐっと締
まっています。こういう雪は比較的歩きやす
いですね。踏みしめると、ぐっぐっという音
がします。バイエルン州のどこかでは、マイ
ナス26度まで下がったとニュースになってい
ました。ミュンヘンの街中ですら、マイナス

14度まで下がったのです。

踏み荒らされていない雪で真っ白になった
イングリッシュガーデン。簡単に見ることが
できそうで、実はなかなか見ることができな
い光景です。特にここ近年は暖冬が続いてい
たので、こんなに真っ白なイングリッシュガ
ーデンを見るのは、もしかすると筆者は初め
てかもしれません。雪の中を騎馬警官がパト
ロールしている光景は、夏よりもさらに絵に
なるように感じます。

湖を覗いてみましょう。この湖の対岸にあ
るレストラン兼ビアガーデンは、ミュンヘン
の多くの特許事務所にとって、クライアント
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を接待するのに使うのはもちろんのこと、自
分たち自身も息抜きに使う御用達の場所で
す。筆者が最初にこのビアガーデンに来たの
は、旧同僚Ｓが口頭審理で勝利したことを祝
してビールでちょっと乾杯するため、でし
た。ご機嫌の旧同僚Ｓが湖に常駐している白
鳥に唐辛子入りのソーセージをあげたら、白
鳥が憤慨して彼を襲ってきたのです。実は白
鳥は怒りっぽいのです。ビアガーデンは残念
ながらロックダウンで閉鎖中ですが、湖では
いろいろな種類の水鳥を見ることができま
す。もちろん白鳥も。

湖には氷が張り始めていました。中央付近
はまだ凍っておらず、白鳥はしきりに頭を水
に突っ込んで魚を探している様子。他の水鳥
たちは、氷の上で丸まっています。氷の上の
ほうが暖かいのでしょうか。

最低気温がマイナス10～14度の日々がさら
に続いた後の日曜日、再度湖を覗いてみる
と、なんと地元の人たちが、アイススケー
ト、アイスホッケー、そりなどで、嬉々とし
てウィンタースポーツを楽しんでいる！岸辺
には「氷の上に乗ること禁止。生命にかかわ
る危険あり！」と書かれた看板があります
が、堂々と無視。みんな自分のスケート靴や
アイスホッケーの道具、そりなどを持ってい
るのですね。筆者も岸に近い位置で氷の上に
そっと乗って、下を見下ろしてみました。な
んと、水底からぷくぷくと泡が上がってきて
いる。ということは、水底まで凍っているわ
けではない。氷の厚さは、ざっと10ｃｍ程度
でしょうか。皆さん、岸から相当離れた場所
でスケート靴でゴリゴリと氷を削りながら滑
り回り、アイスホッケーパックと一緒に氷も
たたき、時々思い切り転んでいる。大丈夫で
しょうか・・・。この日の朝の気温はマイナ
ス14度。地元の人はこの気温でも何時間も外
に滞在できるようですが、筆者は最大１時間

まで。撮影のために手袋を外せるのも３分程
度まで。早々に退散しました。

マイナス10度を下回る外気温の中から20度
前後の室内に入ると、内外の気温差が30度以
上のため、室内で汗をかいてしまいます。特
に外を10分以上歩き回ったあとで室内に入る
と、汗びっしょりに。それを避けるために筆
者は冬でも自転車通勤しているのですが、雪
や氷が残っていると自転車の走行がなかなか
難儀です。不慣れな路面の上をそろりそろり
と進む筆者の脇を、地元の人は信じがたいス
ピードでびゅんっと飛ばしていく。皆さん雪
に慣れている、ドイツは実は雪国だったんで
すね。在ドイツ歴が30年を超える同僚Ｍによ
れば、冬には雪で道路が覆われているのが昔
は普通だったそう。

マイナス14度のイングリッシュガーデンを
歩いているときに、キツツキがカ・カ・カ・
カ・カ・カ・カーンと家作りに励む音が聞こ
えてきました。ああ、あともう少しで普通に
自転車をこげるようになる・・・。
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